
やぬ即編油ダ
徳山ダム建設中止を求める会通
No.73(2 _ 6. 28
事 務 局  丁EL/FAX 0584‐ 78‐4119
大垣市田町 1-20-1  近藤方

木曽川水系河川整備基本方針策定着手
～河メ|1法 16条の 2の形骸化、加速～

6月 25日 に、第 4回木曽川水系流域委員会が開かれたようです。
そして、 6月 29日 に木曽川水系が議題となる「社会資本整備審議会河川分科会河川整備
基本方針検討小委員会 (第 69回 )」 が開催されます。

その現時点は、「木曽川水系河川整備計画策定の進め方」 (次ページ)の 「ステージⅡ」の

初め (最初の 1ミ リくらい)だ、というのです (6月 26日  中部地整河川部)。
「2007年度中に、木曽川水系河り|1整備計画を策定したい」と言つているのです (昨年 6月 )。

そうすると「ステージⅡ」の大部分と「ステージⅢ」をあと9ヶ 月間に押し込む、という日

程になります。ステージⅢは「河川整備異本方針」が官報告示された後に作られる「河川整

備計画原案」が出来ないと始まりません。つまり「河川整備計画原案提示→住民意見聴取」

の過程全体を、ほんの 2～ 3ヶ 月で駆け抜けるしかない、ということになります。

河川法 16条の 2で謳われた「住民参加」が、いかに骨抜きにされているかが、ここ木曽
川水系 (河り|1法 「改正」の契機を作つた)で、一目瞭然、というわけです。

ちなみに、徳山ダム事業実施基本計画変更 (2004.7)で、国交省は「新洪水調節計画」と

いう河川法僣脱 (16条の 2の手続き一切を僣脱した)をやりました。このとき、国交省中
部地整は、揖斐川基準点・万石 (大垣市)で計画高水位を少々超えた 2002年 7月 台風 6号洪
水につき、「3900m3/Sに 押さえられる、計画高水位以下になる」と強調しました。

恒 例 :徳 山 村 キ ャ ン プ  8月 18日 (土)～ 19日 (日 )
水機構・国交省は、解決すべき問題を何ら解決しないまま、湛水を強行しています。

「最後にしないぞ !」 とまた、恒例のキャンプを行います。

今年は「小屋」がありませんので、

① 大雨が予想されるときは中止します。連絡体制がとれるようにしたいです。
② テント等、ご自分の分以外にもお持ちより頂けるとありがたいです。
18日 (土)13時  JR大 垣駅北口集合出発。
19日 (日 )の午後の早め帰着。
参加費 :3000円 ～3500円 程度 (子供は無料 )。 食事・飲み物は準備します。
参カロ者各自が用意するもの :寝袋 or毛布。長袖シャツ。雨具など。 (できるだけ)

my箸、 myコ ツプ、my皿。
お申込み・お問合せは、事務局・近藤へ 0584-78-4119
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木曽川水系河川整備計画サイト

http://www kisosansen― plan」 p/

06.05.17「木曽川水系識者から勉強する会」第1回

「木曽川水系河川整備計画策定の進め方 (案 )」を提示

060601 木曽川水系「ら、れあい懇談会」を発表
07.0313 木曽川水系流域委員会 (辻本哲郎委員長)発足

07.06.29「社会資本整備審議会河川分科会河川整備基本方針検討小委員会 (第69回 )」
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この洪水直後から「2002年 7月 台風 6号洪水の流域平均 2日 雨量 (現行の工事実施基本計画

の高水計画は流域平均 2日 雨量で策定されている)の数値は ?Jと 問い続けてきました。こ

れに対して、中部地整河川部は「計算していない、計算するには特別に予算が要る」等と逃

げ続けていました (「その程度の計算 (プログラムは簡単、各観測所の数値を入れるだけ)も

出来ないのに、「徳山ダムの洪水調節『効果』」だけは計算出来る、という偏った話)。

6月 4日 になって、ようやく「325mm/2日 」と答えました。揖斐川流域では「年超過確率

1/30(30年 に 1度はこれを超える)=流域平均雨量 329mm/2日 」です。325mm/2
日は 1/30以 下。「計画高水位を少しでも超えると破堤の危険がある」というのが、ダ
ムを作るときの河川官僚の論理です。とすれば「新洪水調節計画」は、 (計画河道に改修

後も)1/30以 下で本川が破堤することが前提の計画だ、ということになります。危
ない危ない。 (「325mm/2日 」を教えてくれた中部地整河川部のG氏に「新洪水調節計画で
3900m3/S(実 績)と なっている2002年 7月 台風 6号洪水を、 1/100=395mm/2日 で引
き伸ばしすると、幾らになりますか ?」 と尋ねたら、日の前で計算して「47400・
・」と絶句していました。私たちは、そのことを繰 り返し指摘してきたのに。

04.05.11「国土審議会水資源開発分科会木曽川部会への意見書」

http://tokuyama― dam cside.com/opiniOn_papeLtop.htm 在間弁護士の部分など)

こうした摩訂不思議な状況の中で、「徳山ダム前提」の河川整備基本方針―河川整備計

画が、徳山ダムにかかる木曽川水系連絡導水路計画をオーソライズするものとして策定さ

れるわけです。

こういう巨大人工構造物建設ありきの 「川づくり」に、一体いつまで付き合わされる

のでしょっか ?

やはり「できちゃつた」導水路か?
～徳山ダムにかかる木曽川水系連絡導水路～

3月 21日 に、"導水路事業の必要性 と効果については 「それらしき根拠が何もない」"、 つ
まり「できちゃった徳山ダムJを正当化するための (に もならないけど)後追いの無駄銭遣
い (かつ環境破壊)で しかない、ということを提示する集会を行いました (前号既報 )。
この資料を元に、公共事業チェック議員の会・代表代行の近藤昭一議員に衆議院環境委員

会で質問して頂き (3月 23日 )、 さらに質問主意書を提出して貰いました (6月 12日 )。 答弁

書は、基本的に 「毎度の官僚答弁」です (し かしこちらの決め付けに反論 しきれていない、

とい う意味で、こちらの言い分を認めたも同然 )。 また 「環境アセスの適用外」とつっぱらか

っていたのを微修正しました (検討する)と 。「SEAガ イ ドライン」策定などを意識 してい
るのでしょうか。

衆議院HP内 の 「質問答弁」                         に載

ります。 (HPア ップが非常に遅い)
3.211学 習会資料と併せてみて頂くと、「ウッそう !本気ですか ?導水路建設J(=や
つてはいけない公共事業)と いうことが、よくご理解いただけると思います。
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具体を見ずして国家戦略を語るなかれ

～生物多様性国家戦略の見直し～

4月 17日 、環境省による「生物多様性国家戦略の見直しに係る地方説明会 。名古屋Jに
上田代表と一緒に傍聴に行きました。

傍聴者質疑の中で、上田さんと私は (Oさ んも。環境省の用意した資料を示しつつ)「『公

共事業』で行政が最も生物多様性を脅かしている。このことに対して具体的にどうするのか、

を明確にしなければ、単なるきれいごとの言葉の羅列になってしまう。国家戦略というから

には行政が率先して実行しなければ意味がない」と強調しました。環境省は真面目に聞いて

はいましたが、全体として、上田さん呟いて曰く 環 境省のアリバイ作りに協力してしまっ
た、というわけか」の思いを共有しないでもありませんでした。

2010年 の生物多様性締結国会議 (COP10)名 古屋招致、SEAガ イ ドライン導入
など、環境省がらみのネタがしばらく続きます。            (近 藤記)

<5月 28日の徳山>
5月 28日 に、事務局で「見学Jしました。

洪水吐きの直下などにも行ってきました。

振込用紙を同封 します。会費としてでもカンパとしてでも、お振 り込み頂ければ幸いです。

「やめよ !徳山ダム」 徳山ダム建設中止を求める会 代表 :上田武夫
編集責任 :近藤ゆり子  事務局 〒503-0875 大垣市田町1-20-1
TEL/FAX 0584-78-4 1 1 9 Emailitokuyama¨ dam@csidC・ Com
URL:httpノ//tokuyarlla― dam.cside.coln/

郵便振替 :00800-7-31632   年会費 2000円
-4-
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平成 14年了月の台風 6号災害から5年が過ぎ ました。
「水害の無い、安′卜・安全」のBIIず<り集会を次のとおり、

行しヽますので、是非お集まり<ださしヽ。

日  時

所

容

場

内

平成 19年7月 8日 (日 )

午後  1 0寺  より
荒崎地区センター ホーブし
①ビデオ上映

講師に

水源開発問題全国連絡会共同代表

遠藤保男氏  来垣

②新川・野並地区の方との意見交換会

◎大谷川流域の工事進捗1青報

※皆様方お誘いでお集まり<ださい。お願いいたL/ます。

間含せ/連絡先 :佐藤信一 (0584-91-0316)

現地説明会  午前11時 荒崎地区センター集合

(昼食は各自ご用意下さい)



<lnformaJon 2>

降
り
注
ぐ
笑
い
が

僕
の
宝
物
だ
っ
た

こ
の
先

ジ
ジ
バ
バ
た
ち
は

ど
こ
へ
行
く
の
だ
ろ
う

ここにはわしらを見守ってくれる

神様がおるんじゃ。
20代だった僕と80代だったじよばあさん。5合の炊き込み

ご飯を2人で一気に

平らげたお昼ご飯の記録は、何年たっても僕たちの中
で話題になった。

「じょさん食い過ぎやで !J「 山で食べると何でもおいしいの。ははは
は～つJ

一日の仕事の多くは、食べ物を作 り出してゆくことばか
りだ。しかしこれが

人の生き方なのかなと感じた。僕はそんなジジ
ババともう15年 くらい寄り添い

写真を撮ってきた。通ううちに、徳山村が僕の生き
てゆきたい理想の場所だっ

粂じ  捜瞥土ドショー
舅|『輔f柵聰鼎難 1詰′1望思艦鞣望7m

ポレポレ東中野
03‐ 3371… 0088

〕‖P継樺処T留絲店言
地下鉄 大江戸線東中野5Rパ 1

出口より徒歩 1分

僣 辞 大 西 暢 夫
′徊 晰 本 橋 成

一
|

嗜壽県徳鵡仁ダム電鶴 舞。っ朧 Tttξγl就た
みな
っ7現1網葛、私た″ざざ笏れti[げ)ilヽ子与

°

できる照 り春らし続 十たい と、街か ら晨つて来た.

写真家の 大こ暢束が村を訪ね 彼 らに出会つたのは今から
,年前の ことた。

た

と気づいた。だからあきることは一度もなかっ

祭為様の仕事に手をつけはじめてまったなア」あるババが荒れた大地を見ながら言った。
「人カ

廃村になった徳山村に残ったジジババは、決し
てダム反対を訴え居座っている訳ではない。

ダムが完成するまで住み続けたかっただけだoジ ジババが山を去
る日、僕も徳山に別れを告げた。

ここは僕の宝物だった。そして、村は水底に沈んだ。
この場所を繰り返し言い伝える事が

村の記憶につながってゆくのだろう。

進よ橋:イξξ呻碧T晶通1習j島押撃
=影
訓∫塊糟な権っ望171:訊鶴禦携[量

らす人たち曜を 監督・撮影

屋矯嵩|ツ17%鷲1糧響沸lT智異理混網繕瀾 盲麓観蟹惚t興務
`iZ。

西暢大

ウ

知 りたが つて い る。 企画・製作

甥|∫,L酬凛罵じ臨 琶日本橋成一

9月 8日～ コロすワール ド (大垣)で上映決定 !


